
   

 

入札制度の見直しについて（案） 

令和 2 年 3 月 福島県入札監理課 

 

 

建設工事における地元企業の多くは、地域社会を担う中小企業・小規模企業であるとと

もに、地域のインフラ整備をはじめ、災害対応や除雪・維持補修など、安全・安心の確保

を担う“地域の守り手”ですが、過度の競争や急激な少子高齢化により、将来的に地域の

安全・安心の確保に支障をきたす恐れがあります。 

このため、県が発注する建設工事において、“地域の守り手”企業の健全経営の継続や

振興を図り、今後も継続的に地域の安全・安心の確保を担えるようにすることを目的とし

て、「地域「地域「地域「地域の守り手の守り手の守り手の守り手育成育成育成育成型型型型方式方式方式方式」を試行」を試行」を試行」を試行します。 

 

 地域地域地域地域の守り手育成の守り手育成の守り手育成の守り手育成型方式型方式型方式型方式の概要の概要の概要の概要（令和 2年 4月以降） 

１）対象発注機関 農林水産部、土木部 

２）対象金額 ３千万円未満 

３）対象発注種別 一般土木工事、舗装工事、 

建築工事、電気設備工事、暖冷房衛生設備工事 

４）対象工事 総合評価方式（地域密着型）に該当する工事のうち 

発注者が認める工事 

５）指名基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資格要件＞ 

・工事等請負有資格業者名簿に登録されている。 

・地方自治法施行令第 167 条の 4 第 1 項各号のいずれかに該当 

しない。 

・入札参加資格停止期間中でない。 

・会社更生手続又は民事再生手続中でない。 

・有効な経営事項審査を受けている。 

・当該発注種別の入札参加資格がある。なお、格付については、す

べての等級を対象とすることができる。 

・同一建設事務所管内にある本店又は準本店であること。 

・電子閲覧及び電子入札に対応している。 

・過去１５年度以内の同一発注種別の施工実績がある。 

・過去３年度以内に国・県・市町村いずれかの指示に基づく災害時

出動実績がある又は国・県・市町村いずれかと災害応援協定を締

結している。（一般土木工事・舗装工事・建築工事については、

土木工事又は建築工事を主とする団体との協定、電気設備工事・

暖冷房衛生設備工事については、建築設備工事を主とする団体と

の協定を対象とする。） 

・過去３年度以内に国、県、市町村いずれかの除雪業務実績又は維  

 持補修業務実績がある。（発注種別が一般土木工事又は舗装工事

の場合のみ） 

１１１１    「地域「地域「地域「地域のののの守り手守り手守り手守り手育成育成育成育成型方式型方式型方式型方式」の」の」の」の試行試行試行試行にににについてついてついてついて    

資料４ 
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＜入札制度に関するこれまでの経緯＞ 

・県で発注する公共工事の入札については、平成１８年１２月に決定された「入札等制度改革に係る基

本方針」において、「すべての公共工事において指名競争入札を廃止し、条件付一般競争入札を導入

する」とされ、予定価格２５０万円を超える工事について条件付一般競争入札を導入した。 

・条件付一般競争入札の導入により、透明性、公平性、競争性が確保される一方で、地域の守り手であ

る地元企業の受注が減少したことを踏まえ、平成３０年度に条件付一般競争入札の総合評価方式にお

いて、地元企業の受注機会に配慮した地域密着型を導入した。 

  ・地域密着型により地元企業の受注機会は確保されたが、地元企業の中でも受注企業が固定化する傾向

にある。 

５）指名基準 ＜選考基準＞ 

① 地理的要件 ②技術的適正 ③手持ち工事量 

④ 当該年度の当該方式工事の受注回数 ⑤ 当該年度の指名回数 

６）入札手続き ＜事前審査＞ 

・当該方式への入札参加を希望する企業（申請者）を、発注種別毎

に建設事務所単位で募集する。 

・申請者に対して、５）の資格要件について事前審査を行い、一覧

表を予め作成する。 

＜工事案件ごとの入札手続き＞ 

・地域要件を建設事務所管内とし、指名競争入札を行う。 

・一覧表で、入札参加可能な企業を概ね１２者以上確保できた管内

において、発注者が５）の選考基準①～③により概ね１２者以上

の指名候補者を選考する。 

・選考された指名候補者の中から、入札参加条件等審査委員会にお

いて、選考基準①～⑤により９者以上を指名選考し、入札を行う。 

・一覧表に概ね１２者以上いない場合は、総合評価方式（地域密着

型）を適用する。 

・指名選考は、一覧表掲載企業を年度内に最低１回は選考するよう

に努めるとともに、特定の者に偏しないようにする。 

７）入札結果の 

公表 

透明性を確保するため、工事毎に指名選考の理由書をホームページ

で公表する。 

８）試行期間 ①制度の試行は、令和２年４月１日からとする。 

（申請者の募集は、ホームページにより令和２年５月以降を予定。） 

②試行期間については、当面の間とする。 

９）談合防止 談合防止のため、以下の方策を講じる。 

① 指名業者選定の公平性、透明性をより高めるための措置 

発注者が指名候補者を選考し、条件付一般競争入札と同様に出

納局（出納室）が事務局となっている入札参加条件等審査委員会

において、最終的な指名選考を行う。 

② 指名業者名の類推を防止する措置 

  指名業者の類推を困難にするため、指名業者数を「９者以上」

とし、指名の都度、ランダムに設定するなどの措置行うとともに、

電子閲覧及び電子入札システムにより入札を行う。 

１０）試行中止 談合の事実が確認された場合等は、試行を中止する。 
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【別紙１】 

    

    

【別紙２】 

 

 

 

工事等入札参加資格審査における主観的事項の評価項目について、県の重要施策推進の

観点から、「「「「健康経営優良事業所健康経営優良事業所健康経営優良事業所健康経営優良事業所」」」」を追加します。 

「健康経営優良事業所」については、ふくしま健康経営優良事業所認定制度において、

ふくしま健康経営優良事業所の認定を受けている場合に評価します。 

    

健康経営優良事業所健康経営優良事業所健康経営優良事業所健康経営優良事業所    

１）評価基準 ふくしま健康経営優良事業所の認定を受けている場合 

２）配点 １０点 

３）適用 令和３・４年度の名簿から適用 

２２２２    台風台風台風台風第第第第１９号等１９号等１９号等１９号等による被害の復旧工事による被害の復旧工事による被害の復旧工事による被害の復旧工事にににに係る係る係る係る見直し見直し見直し見直し    

３３３３    総合評価総合評価総合評価総合評価方式の方式の方式の方式の見直し見直し見直し見直し    

４４４４    工事工事工事工事等等等等入札参加入札参加入札参加入札参加資格審査の資格審査の資格審査の資格審査の見直し見直し見直し見直し    
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＜「地域の守り手育成型方式」の入札・契約手続きフロー＞ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加希望者の募集 

申請書の作成・提出 申請書の受理・審査 申請書の確認 

申請書の審査
結果の回答 

※随時受け付け可能 

対象工事の 
選定・起工 

予定価格調書、
設計書の写し、
閲覧図書の送付 

指名通知 指名通知の受理 

入札書の提出 開札 

※電子入札システム 落札者の決定通知 

「地域の守り手育成型企
業」一覧表の受注回数及
び指名回数の集計、一覧
表の更新 

１．「地域の守り手育成型企業」一覧表の作成（総合評価方式の事後確認に該当する部分） 

２．指名競争入札の実施（条件付一般競争入札の条件設定から開札の部分） 

「地域の守り手育成型企業」一覧表に概ね 12 者以上登載し、関係機関へ通知 

【入札参加者】       【入札監理課】       【建設事務所】 

※審査は基本的に１者１回。 
※総合評価の事後確認も、 

当該一覧表で確認可能。 

【入札参加者】       【入札執行権者】      【工事執行権者】 

指名候補者選考※1 
(概ね 12 者以上) 

・指名候補者選考内申書及び 
一覧表受理 

・入札参加条件等審査委員会 
（9 者以上を指名選考※2） 
・指名選考業者の決定通知 

※1 指名候補者選考の基準 
・地理的要件 
・技術的適正 
・手持ち工事量 

※2 指名選考の基準 
・地理的要件 
・技術的適正   
・手持ち工事量 
・当該年度の当該方式工事の

受注回数 
・当該年度の指名回数 など 

指名候補者選考内申書 
及び一覧表提出 

「地域の守り手育成型
企業」一覧表を作成 

資料４−１
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令和２年○月○日時点

工事番号

20-41310-0001

37 37 28282828 37 16161616 37 1111 15 0 37 37 0

資格要件 選考基準

選択 選択 入力 入力 入力 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択 出動日 選択 選択 選択 選択 入力 選択 選択 入力 選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択

一般土木- 県北- 1 （株）0001建設 2020/6/20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○ 同一市町村 ○ 1,560 総合点× 50 5 5

一般土木- 県北- 2 （株）0002建設 2020/6/19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ R1.10.12 ○ ○ ○ 伊達市 ○○町 同一建設 1,550 45 5 5

一般土木- 県北- 3 （株）0003建設 2020/6/2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○ 同一市町村 ○ 1,500 総合点× 40 4 5

一般土木- 県北- 4 （株）0004建設 2020/6/8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,500 総合点× 35 5 5

一般土木- 県北- 5 （株）0005建設 2020/6/13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○ 同一市町村 ○ 1,450 総合点× 30 4 5

一般土木- 県北- 6 （株）0006建設 2020/6/15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○ 同一市町村 ○ 1,400 総合点× 30 5 5

一般土木- 県北- 7 （株）0007建設 2020/6/9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ R1.10.12 ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,350 総合点× 25 4 5

一般土木- 県北- 8 （株）0008建設 2020/6/18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,350 総合点× 25 5 5

一般土木- 県北- 9 （株）0009建設 2020/6/24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,350 総合点× 20 4 5

一般土木- 県北- 10 （株）0010建設 2020/6/29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ R1.10.12 ○ ○ 伊達市 ○○町 同一建設 1,350 20 5 5

一般土木- 県北- 11 （株）0011建設 2020/6/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,320 総合点× 15 4 5

一般土木- 県北- 12 （株）0012建設 2020/6/30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○ 同一市町村 ○ 1,300 総合点× 15 5 5

一般土木- 県北- 13 （株）0013建設 2020/5/26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,250 同種・類似× 10 4 5

一般土木- 県北- 14 （株）0014建設 2020/5/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,250 ○ 10 ○ 2 2

一般土木- 県北- 15 （株）0015建設 2020/6/27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○ 同一市町村 ○ 1,250 ○ 9 ○ 2 2

一般土木- 県北- 16 （株）0016建設 2020/5/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ R1.10.12 ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,200 ○ 8 ○ 5 5

一般土木- 県北- 17 （株）0017建設 2020/5/31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,200 同種・類似× 8 3 3

一般土木- 県北- 18 （株）0018建設 2020/6/16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,200 ○ 8 ○ 1 2

一般土木- 県北- 19 （株）0019建設 2020/6/26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ ○ 川俣町 ○○町 同一土木 1,200 8 4 4

一般土木- 県北- 20 （株）0020建設 2020/6/14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ R1.10.12 ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,190 ○ 7 ○ 5 5

一般土木- 県北- 21 （株）0021建設 2020/6/12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ 伊達市 ○○町 同一建設 1,170 7 3 2

一般土木- 県北- 22 （株）0022建設 2020/6/11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 飯野町 同一市町村 1,160 7 2 2

一般土木- 県北- 23 （株）0023建設 2020/6/4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ R1.10.12 ○ ○ 福島市 飯野町 同一市町村 1,150 6 3 3

一般土木- 県北- 24 （株）0024建設 2020/6/5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ ○ 川俣町 ○○町 同一土木 1,130 6 2 2

一般土木- 県北- 25 （株）0025建設 2020/6/7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,120 ○ 5 ○ 3 5

一般土木- 県北- 26 （株）0026建設 2020/5/27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,100 ○ 5 ○ 2 5

一般土木- 県北- 27 （株）0027建設 2020/5/30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ R1.10.12 ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,100 ○ 4 ○ 2 2

一般土木- 県北- 28 （株）0028建設 2020/6/3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,100 ○ 4 ○ 2 2

一般土木- 県北- 29 （株）0029建設 2020/6/6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 1,100 ○ 4 ○ 1 2

一般土木- 県北- 30 （株）0030建設 2020/6/23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ 二本松市 ○○町 同一建設 1,100 5 0 2

一般土木- 県北- 31 （株）0031建設 2020/5/29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○ 同一市町村 ○ 900 ○ 4 ○ 2 2

一般土木- 県北- 32 （株）0032建設 2020/6/1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ ○ 川俣町 ○○町 同一土木 900 4 2 2

一般土木- 県北- 33 （株）0033建設 2020/6/17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ B ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○ 同一市町村 ○ 900 ○ 3 × 2 2

一般土木- 県北- 34 （株）0034建設 2020/6/10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ C ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 750 ○ 3 ○ 1 1

一般土木- 県北- 35 （株）0035建設 2020/6/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ C ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 700 ○ 2 ○ 0 1

一般土木- 県北- 36 （株）0036建設 2020/6/22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ D ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○ 同一市町村 ○ 500 ○ 2 ○ 1 0

一般土木- 県北- 37 （株）0037建設 2020/6/21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ D ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福島市 ○○町 同一市町村 ○ 450 ○ 2 ○ 0 0

①工事等

請負有資

格業者名

簿に登録

されてい

る

②施行令

第167条

の4第1項

各号のい

ずれかに

該当しな

い

③入札参

加資格停

止期間中

でない

④会社更

生手続又

は民事再

生手続中

でない

⑤有効な

経営事項

審査を受

けている

⑥当該発注種別の入

札参加資格がある

⑦本店又

は準本店

に該当す

る

⑧電子閲

覧及び電

子入札に

対応して

いる

⑨同一発

注種別の

施工実績

技術的適正 手持ち工事量

市町村名 大字名

同一市町村（飯野支所

管内を除く）

総合点1,300点未満

技術者不足が想定さ

れる企業を除く

有

資

格

業

者

名

簿

の

総

合

点

商号又は名称 認定日

⑩災害時の出動実

績又は災害応援協

定締結

⑪除雪業務実績又

は維持補修業務実

績

所在地 地理的要件

判定

技

術

者

数

判定

(発注種別)

一般土木

格付

等級

災

害

時

の

出

動

実

績

災

害

応

援

協

定

締

結

除

雪

業

務

実

績

維

持

補

修

業

務

実

績

同一市町村

同一土木

同一建設

判定

指名

候補者

当該年度

の当該方

式工事の

受注回数

（○/○時

点）

当該年

度の指

名回数

(○/○

時点)

指名

選考

企業

入札参加条件等

審査委員会で選考

（３）手持ち工事量 技術者不足が想定される企業を除く 15

整理番号

（総合点の高い順）

地域の守り手育成型企業一覧（一般土木工事）

生活基盤緊急改善工事（歩道） 福島市飯坂町 ― 9,000千円 15 （１）地理的要件 同一市町村（飯野支所管内を除く）同一市町村（飯野支所管内を除く）同一市町村（飯野支所管内を除く）同一市町村（飯野支所管内を除く） 28

工事名 工事箇所① 工事箇所② 設計額 指名候補者数 指名候補者の選考基準 該当者数発注者

県北建設事務所

（２）技術的適正 総合点1,300点未満1,300点未満1,300点未満1,300点未満 16

災害時出動実績と災害応援協定締結のうち、

どちらかは必ず該当。

除雪業務と維持補修業務のうち、

どちらかは必ず該当。（一般土木工事と舗装工事のみ）

資料４－２

入札参加者の所在地が工事箇所から遠い箇所を、

除外できる。（最小単位は支所等とする。）

（例：福島市役所飯野支所管内）

工事内容に応じて、設定する。

手持ち工事量は、技術者数に対して、契約予定日時点での手持ち工事件数が多く、技術者の兼任やフレックス工事等を加味しても受注が明

らかに困難であると発注者が判断した場合にのみ、除外。（例：技術者3人に対して、既に工事6件を受注しているなど。）

※フレックス工事等：フレックス工事と準備期間確保工事のこと。いずれも工事の開始日を受注者が選択できる制度

一覧表は、発注種別毎に

作成する。

（選考例）

入札参加条件等審査委員会で、

９者以上９者以上９者以上９者以上を指名選考

対象期間(過去３年度以内)に該当しているか

指名選考の都度、確認する。

指名選考及び開札の都度、確認する。

設計金額や工事内容に応じて、総合点の範囲を設定する。

（例：設計金額が低く、工事内容も簡易であるため、1,300点

以上を除外。）

総合点1,300点未満だが、同種・類似工事の実

績がないため除外。

設計金額や工事内容に応じて、総合点の範囲を設定する。

指名候補者を

概ね１２者以上概ね１２者以上概ね１２者以上概ね１２者以上選考

入札参加条件等審査委員会で、受注回数又は指

名回数が相対的に多い企業等を除外できる。

（例：５回以上を除外）
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